
広域スペクトラム抗菌薬使用時の培養実施率                                   
カルバペネム・ニューキノロン・抗MRSA薬使用までの培養検査実施率 
 
 
【指標の意義・定義】 
        意義：広域スペクトラム抗菌薬を適正に使用する上で、培養検査を実施する必要があり 
　　　　　ます。  
　　定義：広域スペクトラム抗菌薬（カルバペネム、TAZ/PIPC、抗 MRSA 薬等）が使用
　　　　　された症例のうち、培養検査を実施された症例の割合 
 
 
【当院の実績】 

【指標の説明】 
　　培養結果によって、AST （産業医科大学病院抗菌薬適正使用支援チーム）が適切な支援を
　行うことができます。 
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